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り
大
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今
年
も
ま
た
　
丙
内

町

コ
ミ
協
上
位
の
統
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り
大
会
が
　
可
内
野

小
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性
に
を
中
心
と
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
世
さ
れ
ま
し
た
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こ
の
上
肺
中
人

会
は
地
政
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の
紀
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と
融
「
を
深
め
　
別

る
い
れ
力
あ
る
地
域
う
く
り
を
と
の
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め
ら
れ
て
お
り
ま
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仁
■
の
市
使
れ
も
Ｔ
後
か
ら
は
言
〓
も
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ら
れ
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さ
に
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踊
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け
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術
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前
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踊
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ば
か
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と
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け
ま
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開
侑
前
ま
り
参
加
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も
踊
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を
■
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踊
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踊
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踊
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し
そ
う
な
師

り
と
い

の
背
が
耳
に
心
地
よ
く
■
〓
　
兄
物

人
も
怖
る
人
々
も

一
禍
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
十
う
ち
に
　
■
時
間
が
ま
た
た
く
間
に
流

れ
た

一
に在
で
し
た
，

こ
の
行
踊
，
大
会
問
性
ま
で
に
何
か
と
ご

ヽ
力
　
ご
■
掟
　
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た

各
団
体
の
方
々
に
，
く
仰
礼
中
し
に
げ
ま
す



西内野 コミュニテ ィだよ け 第 3 号 口十

O構 蔵団体 支援協力団体

(構成団体〉

すH内 町地区出it■格協議会

☆,●ミ■=テイセン,一市チ阻官 !々t今

☆山内野地 て自i防 大会

吉西 1町地 (防火述rド会

ヤ内野 Ftr内町地区防ちJllt合

す門山II小学校PT!ヽ

す内ll中学技PTA

す西内]■十■区夜担宏付いこ市誌会

十国内,卜小十枚 |ス■―ツ振典会

す内町Jじにと人クラブ協扶会

十ホ |十不イに11内 内町分IHI

☆国内野社F民 ■ 児上委HM誤 会

☆,HJu二社会打打|1子1☆会十四山町支合|

〈支援協力団体〉

●西交,J女空lJ会 ⅢrHえ〕:|

●打拐山市 に会

●西内町市 にれ典会

・ コ野小】枚

●内ll中学生

・打IJ門高及

● JA対 'う西 中'v野支店|

・ A幼 柾は‖

O 役 「貝 (20年 度)

事

務

局

か

ら

―
―

一
　

第

一
回
地
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七
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ン
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ー
で
行

が
進

め
て
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催
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催
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し
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御
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自

治
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西
内
野
地
域
西
方
に
位
ド
す
る
甘
か
ら
の
農
村
■
絡
が

蜘
略
収
け
晦
崎
知

知

瑞

ギ

藤
肥
理
空

れ

加
生
に

の
な
い
世
付
で
あ

っ
た
≡

比
れ
は
蝶
代
　
な
け
の
名
前
か

ら
し
て
市
≡
が
し
の
ば
れ
る
存
地
か
ら
安
■
の
地
を
よ
い

て
米
て
　
浙
　
―――
の
■
の
は
か
≡
で
に
み
つ
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
．

作
物
は
西
Ｋ

大
根

■

夕

共
缶
■
を
作

リ

キ

は
剛
に
は
れ
に
町
の
絆
祉
を
逆

っ
て
■
は
＋
Ｍ

活
気
付
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

其
の
よ
う
な
に
地
価
で

あ
↓
な
が
ら
時
代
の
変
化
か
Ｔ
々
農
家
も
年
で
は
全
体
の

戸
数
の
円
割
弱
に
減

っ
た
ｔ

室
え
る
こ
と
と
は
う
　
市
メ

と
仕
市
の
小
ラ
ン
ス
の
変
化
か
作
物
の
価
格
の
不
安
定
性

が
原
因
な
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
叫
今
で
あ
る
　
Ｌ
か
し

住
民
の
気
４
は
勤
勉
■
●
で
あ
る
。

次
に
地
止
の
自
然
球
ヽ
も
大
部

一■
一

変
わ
っ
た
　
あ
の
じ
人
な
十
砂
が

な
く
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
　
　
時

期
日
本
刺
ら
改
上
で
砂
が
希
少
価

何
を
上
み
畑
地
や
―――
林
か
ら
炊
去

さ
れ
活
用
　
そ
の
変
化
の
故
し
さ

に
篭
か
さ
れ
る
　
こ
れ
か
ら
も

“
々
者
術
事
業
が
■
山
さ
れ
て
い

る
が
　
地
域
の
を
展
に
人
さ
な
剖

付
か
か
け
ら
れ
て
い
る
≡

↑
Ｈ
治
会
長
　
を
爪
　
脩
）

親 子 の 居 場 所
こ ぼ と の 会

r成10年6月から ち =う と■OⅢIにわた
, 体 むことなく札けられてきた 「こばと
の会Jは  今 年 7'め らP'内寧1コミュニテ
ィl lJ議会の0た の つ となりました こ れ
に1+い 毎 月11だ った問||もIJ 4回とな
り 坊 所も小学社のllみⅢ以タトは 「ひまわ
リクラフJの スベースをおイようできること
になりました。以前からのPビⅢ町k生 児童
チ慎協信式会のスタンフに力」え 明 千子市て
中の若いお母営んたちもボランティアとし
てjJBわり 幅 広い世代rrスタッフが 地 政
の■台て支」Aのためにがた まっています‐

当初は多少の不安や泣itもありました
が 行 日予想を■回る親十のiき たに参加
していただいています.打 しいわもちゃや
伽品も揃いました=止 同市のお子さんをわ
fiちの方は ぜ ひれrで遊びに以tてくださ
い,ね たねのホちゃんも'(飲迎です.
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西内野小学校

Pi ttPl小■代では 今 年度より 「地域と

ヤたバート十一シッブ車業_に 取り机んで
います 半 lt,i今まで以上に地域に日コかれ

地f・と'いになとこと'iできるように
~lL址

教育ヨーデ ィネーターJ力 内`せ|さ れ

(■)と社会教市ll u設l t地域it t l  l (民)を市
ぶネットワークを,レh【して 学 社長触介に

よるtr fすを1,進します‐

時

所場
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五十嵐 島 1丁 H在 住

小ヤ■の■ともが1人

どう■よろしくお肛r しヽます

西o子 支え隊 G校 受拐ばラン才 ア)
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08↓-2063-ST691水 曜怖ヽ 9-15+時 |

]―デイネー,一■川J
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西
山
町
地
ヒ
内
の
チ
心
去
↑
の
”
づ
く
，
の
　
環
】
★

と
し
て

昨
年
え
加
し
た
え
強
を
Ｌ
に
今
年
硬
も
花
出
防

犯
バ
ト
ロ
ー
ル
を
■
施
す
る
一
〓
一を
洪
た
い
た
し
ま
し
た

■
Ｈ
市
全
　
　
町
内
会
　
口
内
町
前
に
■
典
会
　
女
遠

女
全
拘
全
西
山
町
支
＝
か
ら
Ｍ
卜

一
名
の
Ａ
ト

ロ
‐
ル

叫

一申
才
一
一
，
呼
車
】
【

ｍ

を
進
出
加
≡
え

■
瑞
成
て
二

Ｗ
ｔ
“
布
成
一
■
地
し
て
」

ま
す削

川
は
，

内
　
Ｈ
”
，
十

一
弓

■
□
≡

モ
と
し
　
週

ｉ

題
醒
ｒ

ｌ
　
日
■
口
■

い

―！‐―

一水

Ｈ
叫
日
！Ｌ

（
十
六
同
午
後
ｔ
い

ユ
ト
行

十
九
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

ｔ

の
　
い
問
ｔ
十
分
　
工
同
に
政
≡
―
に
，
す

ロ
ッ
ク
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手

た

め

て
犯
ギ
を
■
け

―――
い
た
め
在
日
防
犯

【
ト

ロ
ー
ル
を

白
口
ｒ

ｉ　
　
！ｒ
ヽ
口
事

を

■
施
し
て
い
ま
ｉ

今
年
ｔ
　
Ｌ
同
時
に
は
住
民
に
知

っ
て
“
う
た
い
拍

封

瀬
車
車
章
卜
」
頬
襲
球
嬢

和

木
を
叩
き
　
ま
た
　
防
犯
批
町
≡
料
け
て
巡
＝
し
て
い
一

す
　
【
卜
Ｐ
Ｉ
，
い
と
＝
よ
っ
た
ら
助
ま
し
い
た
声
が
け
　
ヽ
ｄ
”
―
！１鹿
題
邸
醇
Ｂ
子

を
よ
う
に
く
わ
Ｍ

い
い
た
し
ま
す
　
こ
い
地
区
は
打
博
■

‐
―
―
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官≡

辞
ド呼焼
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耳
肝

路
判

拘腎
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難
騨
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比
ヤ
艶

■
近
の
号
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ス
で
は

な
質
言
わ
≡
る
科

子

判
族
の
殺
人
■

件
牛
の
＝
近
か
佐

を
絶
た
な
い
理
三
社
会
て
あ
り
ま
十
　
一―
せ

ヽ
地
ｒ
か
ら
は
犯
罪
の
社
い
女

心

女

合

の
的
を
生
現
す
る
た
め
に
は

た

田
防
犯
バ
ト
ロ
ー
ル
隊
だ
け
て
は
栄
く

こ
と
■
出

来
ま
せ
た
　
住
民

一
人
　
人
が
力
を
＝

せ
て
こ
そ
■
現
て
ヽ
る
も
い
て
あ
い
ま
す

当
地
Ｌ
に
■
活
す
る
愉

ィ
人
の
　
博
の
ご
ミ
カ

≡
）協
力
を
お
願
い
中
し
に
す
〓
す

こ
の

「
西
内
野

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
た
よ
１，
」
を
ご
覧

の
■
苫
た
は
　
■
も
し
て

い
る
こ
の
地
域
を
少
し
で
も
付

ム
≡

い
町

に
し
よ
う
と
熙

つ
て

い
る
こ
と
と
な

い
ま
す
　
す
ひ
　
地
投
づ
く
り

に
対
す
る
皆
様

の
様

々
な
ご
宮
兄

環ヽ
境
　
交

通
な
ど
何
で
も
一
を

い
た
だ
け
れ
は
あ
り
が
た

い
で
す

　
ｉ
」
志
比

の
世
＝
先

一

付

コ
ミ
ｔ
シ
内

の
コ
ミ
怖
　
あ
る

い
は
役
貝
ま
で
あ
願

い
し
ま
す
一　
一
ヽ
）
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